
























































































































































































































一轍に出るところも度々あろうと思う。」 （３: 16-17） と。
8　第三章「綴り方の教授者」の冒頭で芦田は、「従来の綴り方教授を説いたものには、更に見かけない題目であるが、




















































































































































































なる」 （波多野 1990: 115） のが、この「自己を読む」という思想である。なぜかを先に述べておけば、
「芦田の自己を、近代的自我とか、ライプニッツのモナドというふうにせまくつかむのは、あやまり」（同




















































家の鑿である。これによって身心［ママ］を育成するのだ。」 （12: 189） という言葉である。
　斎藤孝によれば、岡田の逆式呼吸法が教師にもたらすものは、端的に言えば「生の充実感」 （12: 
295） であるという。芦田は、「教育の根底をこの感じの上におきたい」 （同上 : 281） と述べ、「生の充
実感」は教師の生きる態度を変容させ、そしてその教師の自覚が、児童の求める力を育てると考える。
12　『国語教育易行道』 （12: 583-584） 参照。













呼息とともに腹圧が高まり、「全身の力が臍の下の一点に集まったか」 （12: 221） のように感
じる。［中略］脱落と活力の蓄積を同時に生み出すこの特殊な呼吸法によって、日常生活で

































身が「内へ」向かい、「育つ力の己に存する事」 （12: 233） を自覚することによって、生徒の
中に育つ力に対する確信が生まれ、「ともに育つ」という教師の新鮮な決意につながってい
る。児童の求める力をうちから育てるためには、教師自身の生きる力の「自覚」が重要な
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